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ご参考に6 エラーメッセージ一覧
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ご参考に6 回線理由コード一覧

ISDN網以外（専用線を含む）から通知される回線理由コード

次の値については、接続相手側のPPP接続手続きが動作していない、あるいはうまく動作していないと思われ
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ご参考に6 回線理由コード一覧

エラーメッセージ

*** not yet password コンフィグレーションパス
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ご参考に6 索　引

数字

10BASは 堰

� " $ " � � å � ï � Ó ¾







ご参考に6 仕様一覧
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※1 ISDN課金監視機能
ISDNの接続時間を制限する機能です。
装置導入時は、ISDNが連続12時間接続したままの状態が続くと、装置が停止します。

1ポート

2ポート

60箇所

FITEL�
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• 無断転載を禁じます。
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